平成26年度　第１回　長野市立博物館協議会　議事録
日　時　　平成26年８月27日(水)　午後２時00分～午後３時30分
場　所　　長野市立博物館会議室
出席委員  立岩会長・笹沢副会長・浅倉委員・竹下委員・傳田委員・松下委員・三石委員
１　開会
２　館長あいさつ
３　転入職員自己紹介
４　協議事項（司会　立岩会長）
（１）平成25年度事業報告について（報告　原田係長）
（松下委員）「（資料の）12ページのボランティア活動の推進についてのところ、前にもいったが、民俗同好会の土人形整理というのを入れてほしい。前にもお願いした。」
（細井主査）「申し訳ない。今現在もやっていただいているところなので、記入漏れがないように注意する。」
（松下委員）「記入漏れないようにお願いしたい。」
（立岩会長）「例年からすると、計画としてはどういう感じをもっているか。例年とおりか。事業、参加者、反省など、それぞれやってきている感じなど。素直に言ってもらえればいい。」
（原田係長）「手前味噌で申し訳ないが、大日方というほとんど扱われていない武将の展示をやった。非常にコアでレアな人が集まってきた。小川村という合併しなかった地域の人たちがどんどん来ていただき、今年も資料の整理をしてほしいという話が来て、いいつながり、新しい試みができたなと思った。」
（松下委員）「今度の企画展、おばけの展示だが、入館者の方はどうか。」
（陶山主事）「去年に比べ、1.5倍の方に来ていただいた。」
（立岩委員）「テレビなどで報道されたのは、大きいか。効果がでたか。」
（陶山主事）「様々なメディアに取り上げていただいた。あと、チラシを少し多めに刷った。」
（松下委員）「学校などに配ったのか。」
（陶山主事）「そう。幼稚園、保育園にも配った。おかげさまで多く来ていただいた。」
（立岩委員）「私も昔、ＮＨＫに放送してもらったら、たくさん来た。宣伝してもらい、話題になるように企画してもらえると。」
（大蔵館長）「今年は、いろいろなところで取り上げてもらえたと感じた。」
（立岩会長）「こちらからどんどん流してもらえれば。」
（竹下委員）「私の方で関係あるとすれば、博物館実習、うちの学部生がお世話になってありがとうございます。あと、原田さんの方からあった博物館の実習生が減るという話、うちの学部のカリキュラムが変わって、今年が資格が出る最後の年だが、そういったことと関係があるということか。」
（原田係長）「そう。」
（笹沢委員）「先ほど、事務室の開放ということがあった。おそらく、開かれた博物館という流れでのことでしょう。かつての市立博物館の重々しい雰囲気というは全国的にもなくなっているのかな、という感じですが、どうですか。お客さんにどんどん来てもらわなければならないし、子どももたくさん来てもらっている一方で、貴重な資料をもっている博物館だが、どうか。」
（大蔵館長）「子ども体験の広場を移したわけだが、今までは教室でやっていて、入ってきてわかりづらい場所だったこともあり、一番いい場所にしたということがひとつある。どのような人が来ても入りやすい場所にした効果は非常に大きいと思う。それと、もうひとつの今後の狙いは、再編に関わる。後ほど千野補佐から説明する。博物館が目指すところの下地作りを今していると考えていただければ。」
（２）平成26年度事業計画について（報告　原田係長）
1 展示事業について
（傳田委員）「（資料の）１ぺーじ目の、エキジョッカとはなにか。」
（畠山係長）「大きな地震が起った場合、地盤液状化が多く発生する。先の震災では千葉などで起きたので、知った方も多いと思うが、その液状化現象を簡単に実験できる装置。装置といっても、水と砂をペットボトルに詰めるだけの簡単なもの。子どもでも簡単に出来、楽しい。これを企画している。」
（傳田委員）「先日、お化け展を子どもと一緒に見せていただいたが、その場所のエアコンが効いてなくて暑かった。あそこは、エアコンが効かない場所なのか。」
（大蔵館長）「エアコンは効くが、構造上の欠陥としか言いようがない。冷房・暖房が８メートル上の天井からしか出てこないので、効かない。非常に費用を食う施設。冷房も暖房もつけるだけで効果が少ないわりに費用がかかる。困っている。暑い中、お客さんが来るところだけでももっと強くしなければならないと思うが、本当に申し訳ない。」
（立岩会長）「予算要求か何かできないのか。」
（大蔵館長）「施設の問題になってしまうので。」
（立岩会長）「あそこは特別にやっているのか。」
（大蔵館長）「（館内）ひとつの設備で制御している。非常に負荷が大きい状況。」
（立岩会長）「一度専門家に見てもらったりしては。」
（大蔵館長）「かなりかかってしまう。」
（松下委員）「要望も出さないと何もならないから。」
（立岩会長）「そういう市民の皆さんの強い要望があったということで。」
（大蔵館長）「常設展もそうで、独立制御ができない。リニューアルで実現すればと思っている。」
2 展示交流員の配置について
（浅倉委員）「教えていただきたいが、（資料の）５つの柱の３に『パートナーがすべきことと職員がすべきこと』があるが、パートナーとは、ながはくパートナーのことか。」
（原田係長）「今年からながはくパートナーという名前に変わった。去年までボランティアと呼んでいたのが、パートナーに変わった。書類で混在していて、申し訳ない。ながはくパートナーと読み替えていただければ。」
（浅倉委員）「わかりました。パートナーと展示交流員と職員、三種類いるということか。」
（原田係長）「そう。パートナーと交流員、学芸職員。」
（松下委員）「今、『パートナーがすべきことと職員がなすべきことの明確化』とおっしゃったが、パートナーの仕事、職員はこういうこと、と分担について簡単に教えていただきたい。」
（原田係長）「実はこのあと３時半から、パートナーの人たちと話し合いを持つ。そのあたりを半年かけて詰めようと思っている。これから。お互いに詰めていって、役割分担を決めていきたい。」
（松下委員）「原田さんの考えは。」
（原田係長）「私は、学芸員の研究というものと、市民の研究というものとが混在しててもいいと思っていて、学芸員の研究を譲っても、自分の研究は残ると思うので。敷居を高くする必要もないし、私たちが先生である必要もないと思っている。逆に学芸員が生徒であってもいいと思う。そういうつながりを作りたいと思っている。その中でどういう役割ができるかを考えるというのが、課題。明確化しないと。ある程度の役割分担はしていきたい。それをどう作り上げられるかでその館の性格が出てくると思う。答えになっていないかもしれないが。」
（傳田委員）「展示交流員は、新しく配置されたということか。増えたのか。それとも、受付の人の代わりに新しくそういう人がはいったということか。」
（原田委員）「後者の方。職員が入れ替わった。枠が増えたわけではない。性格を少し変えた。」
3 本館シンボルマークの募集について
（松下委員）「意図の説明はないのか。抽象的で分からない。」
（原田係長）「ここはシンボルマークがなかった。本来だとロゴマークなどがあるべきだったが、なかった。『ながはく』ということもしてみたが、名刺や名札にいれるなどして、親しみやすくなるようにしていきたい。」
（松下委員）「それはいいが、マーク一つ一つについてどういう意味をもっているか。」
（陶山委員）「実は、あえて説明をつけていない。皆さんに見ていただくときには、ぱっと見て判断されるので、あまり深く考えないで判断してもらったほうがいいと思う。書かれた方には意味合いをつけていただいたが、投票の際は考えずに投票していただければ。募集したときの要件として、一つは、川中島の戦いをイメージできること、二つ目の要件としては、わくわく、どきどきといった楽しいイメージを連想させることをお願いした。」
（各マークについての質疑応答）
（立岩委員）「帰りに投票してほしい。」
（３）博物館再編に係わる地元協議開催について（報告　千野補佐）
（竹下委員）「これからのということで（資料「これからの市立博物館」の）図の説明があり、展示交流員ということで新しく仕事を決めて配置したということだが、この２つの関係というのはどうお考えか。展示交流員の活動内容をみると、博物館がどう活動していくのかというのを盛り込んでいるのではないかと見えるが、展示交流員がこれからの博物館のあり方の中でどのように活動していくのか、この図の中でどんな位置づけになるのか説明していただきたい。」
（千野補佐）「この図に関しては、展示交流員の制度を作る前、昨年の段階で作ったもので、基本的にこの（図の）『学芸員のサポート』というところで市民の前面に出ていくのが展示交流員、そのバックアップを学芸員がやるということだと思う。」
（竹下委員）「基本的には、展示交流員は、学芸員が主であってそれのサポートというような形になるということか。」
（千野補佐）「来館者、市民のみなさんに対して前面に出ていただくのが展示交流員ということになると思います。」
（４）その他
（笹沢委員）「雑談で。先の原田さんの小川村の大日方の話。博物館の今後の姿を見据える内容だと思う。関西で見てきた組織、これまで博物館でやっていたことを友の会が中心になってやっている。内容は、専門性が高いことも。博物館が与えるというよりも、ボランティアのような好きな人たちがやる。研究、趣味、ボランティアと感じた。他でもやっていることだとは思う。一般の人をどうやって巻き込むか。難しいが、子どもの教育、定年退職した大人たちを巻き込むのもひとつの手だと思う。そんなことも皆で話し合ってもらって。私たちも何か起こしたいが。ここの友の会は20年と長い。ただお手伝いだけというのではなく、積極的にできないかと思う。関西は熱気がある。」
（原田係長）「私もこの世界ばかりだが、熱意のある人たちをどう引き出すかがすごく大事だなと思っている。今まで博物館は子どもたち主体だったが、今年からは（団塊の世代を想定した）企画を組み込んでいって、『やりたい』という気持ちを引き出していくような仕掛けを作っていきたい。ここは全分野があるので、何かひっかかりが必ずあるはずだと思っている。これから、生きがいになるなどといった仕掛けができるようにしたい。ここは資料もたくさんあるので、面白いと思っているんですが。」
（細井主査）「たくさん、いろいろな資料を抱えている。資料について職員よりもよく知っている方がたくさんいらっしゃるので、資料が活用できるように公開に努めていきたい。」
（立岩委員）「飛躍的になってしまうが、公民館などでいろいろやっている。カルチャーセンターなどでもやっていて、そういうところに年取ったような人がいっぱい行っている。そういうところに関心持っていそうな人がいるから、そういうところにＰＲしてみてはいいのでは。私のようにリタイアして暇な人もいるが、きっかけがないと行けない人もいる。きっかけ作りができれば。」
（松下委員）「ここでほんものゼミナールという講座をやっている。そこに参加する方もいるので、そんなのもきっかけになるかと思う。」
（松下委員）「話は変わるが、ここにある図書、もう少し市民が気軽に利用できるようにしては。今、書庫にたくさん蔵書があるんですよね。こちらの文献で調べたりできればと思う。スペースがないかもしれないが、図書館のようなところがあればいいなと。」
（大蔵館長）「教室にはある。なかなかすべては難しいが。」
（松下委員）「書庫入りづらく、読みづらい。貸出できればと思うが、考えてほしい。」
（大蔵館長）「貸出となるとハードルが高いが、閲覧ならできる。すぐには回答できない。」
（松下委員）「考えていただければと思う。」
５　閉会
終了後「おばけ展」を見学
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